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広島大学では、「すべての学生に質の高い同一の教育を保障すること」「成績・評価
の公平性を担保すること」を基本理念として、身体等に障害のある学生に対して、修学
上のアクセシビリティ（学びやすさ）に関する合理的な調整・配慮・支援を行っています。

1. 広島大学における修学支援

ACHU

➀支援体制

②支援制度

１）
支援申請

修学支援を希望する学生は、所属学部・研究科・専攻科に支援申請を行うことが
出来ます。
申請書類①申請書※②評価報告書※③診断書又は障害者手帳の写し
※①②の書類はアクセシビリティセンターが作成します。

２）
配慮依頼文書の
通知

①学部・研究科・専攻科の支援委員②所属プログラム支援委員③アクセシビリ
ティセンター支援委員の連名で、関係教職員に配慮依頼文書が通知されます。

３）
試験特別措置

評価の公平性を担保するために、必要に応じて、指示の文書伝達、時間延長、試
験問題の拡大、座席指定、パソコン受験、等の措置が行われます。

４）
関係教職員によ
る配慮

必要に応じて、重要事項の文書伝達、指示・説明・伝達の配慮、座席・入退室配慮、
指名・発表・協調作業に関する配慮、資料・教材の配慮、時間・工程の調整、学習
上の助言、支援機器の使用、等の配慮が行われています。

５）
アクセシビリティ
センターが提供し
ている支援

個別面談による情報整理・助言、音声入力による同時字幕支援、ノートテイク、教
材の電子データ化・点訳、学内移動の介助、学生メンターによる助言、自習支援、
支援機器（補聴、拡大、等）の貸与、専門機関との連携支援（就労移行、生活支
援、等）



広島大学では、アクセシビリティに関する学生・教職員のリテラシー向上とリーダーの
育成を目指して、アクセシビリティ教育及びアクセシビリティリーダー育成に積極的に取
り組んでいます。

２. 育成／アクセシビリティリーダー育成プログラム

ACHU

アクセシビリティ
リーダー（AL）

個人や社会、環境や状況の多様性を良く理解し、アクセシビリティの推進に
より様々な分野・文脈において可能性を開拓できる人材。

カリキュラム  教育課程（第１・第２）／資格認定（1級・2級）／インターンシップ／キャンプ

AL育成協議会  事務局：広島大学

 会員（202２年9月現在） 全国24大学１独立行政法人

 協力団体（202２年9月現在）全国3企業１地方自治体

WEB: https://al-pc.jp/web/

３. 連携／UE-Net

広島大学では、地域における教育のユニバーサルデザイン化を推進することを目的とし
て、教育機関・企業・専門機関・福祉機関・行政が連携ネットワーク事業を推進していま
す。

UE-Net  教育のユニバーサルデザイン化推進に関する地域連携ネットワーク
 クリエイティブ・リソース・シェアリング事業の推進（地域ニーズの集約とリ

ソースの共有・育成事業）

会員等
202２年9月現在

 事務局：広島大学

 中四国地方の1４大学１専門機関1行政機関及び2企業が参画

https://ue-net.jp/web/



４. 開発 ／ 教育のアクセシブルデザイン

ACHU

➀ 合理的配慮のコモディティ化

➁ ICT・AIを活用した支援のユビキタス化

「特別な配慮・支援」から「いつでもどこでも可能な日常的な配慮・調整」へ
1. 多様な学生の受講を想定した教育のアクセシブルデザイン化
2. ICT・AIを活用した情報アクセシビリティの推進
3. 学生・教職員のアクセシビリティ・リテラシーの向上

〒７３９－８５１４ 東広島市鏡山１-７-１ 学生プラザ２階
TEL＆FAX：０８２－４２４－６３２４

メール：achu@hiroshima-u.ac.jp
ホームページ：httpｓ://www.achu.hiroshima-u.ac.jp/

AL育成協議会ホームページ：https://al-pc.jp/web/
UE-Netホームページ: https://ue-net.jp/web/ 

お問い合わせは・・・

広島大学アクセシビリティセンター

取り組み内容 ICT・AI活用による情報支援の段階的自動化・遠隔化

 音声認識技術を活用した遠隔同時字幕支援

 リモート申請手続き・アセスメント・個別面談

 リモート教材支援・ノートテイク
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